
課所室業務棚卸総括表

16 部局 課所室 作成者（職） （氏名） （連絡先） 棚卸表コード No.

H16.7.15 福祉保健部 高齢福祉課 - - - ⑯２福高０１ 9

実績(H15） 目標(H17) 人工数(人） 予算（千円）

17.50% 22%以下 11.0人 1,190,603

84.40％(H10) 90% 4.0人 239,191

実績(H15） 目標(H17)

０１

710人 2,500人

０２

47.90% 50%

０３

12,011人 12,100人

０４

未実績 80%

①老人クラブ連合会の活動を支援する
②単位老人クラブの活動を支援する

年度 担当（係）

作成日 生きがい担当

業務名称 生きがい業務

担当業務
目的 高齢者の充実した生活のため、生きがいづくりと社会参加を支援する。

高齢者が交流できる場の確保を図る

成果指標

上位目的 いつまでも健康でいきいきと過ごせるようになる 要支援以上高齢者の出現率

65歳以上の生きがいを感じることがある
人の割合

活動概要（担当業務目的達成のための手段（２桁レベル））
事業費
（千円）

備考欄活動における指標

担当業務目的達成のための主な手段（４桁レベル）

54,232

(1)いきいきサロン事業
　地域における生きがいづくりの場に対する高齢者ニーズを把握するための調査を実施す
る。調査対象はいこいの家、老人福祉センター、公民館を利用している60歳以上の方および
老人クラブ会員。
(2)はつらつくらぶ事業
　(1)の調査結果をもとに、家に閉じこもりがちなひとり暮らし高齢者等に対し要介護状態になることを
予防するため、身体状況等に応じた日常動作訓練、趣味活動、転倒骨折予防教室等を、水中運動施
設や地域に身近な公民館などで開催する。平成17年度より実施する。

各種教室の参加者数

①高齢者が利用しやすい環境を整える
②各種教室を開催する

高齢者の外出のための手段を支援する

128,544

(3)高齢者バス優遇乗車助成事業
　秋田拠点センター「アルヴェ」のオープンに伴い、市民サービスセンターで資格証明書交
付申請受付けを開始し、市民の利便性の向上を図る。高齢者バス優遇資格証明書保有率

①高齢者のバスの利用を支援する

(4)老人クラブ補助事業
　従来の補助に加え、市老人クラブ連合会が行う健康づくり事業の強化を図るため、各種ス
ポーツ大会、ニュースポーツ講習会に対し備品購入費(ニュースポーツ用具)を助成。

 平成16年度（前期）行政経営会議用  様式２

高齢者を敬い、高齢社会について考える機会を設ける

40,388
老人の日、敬老の日の市民の認知度

①９月を「老人保健福祉月間」としてキャンペーンを実施する
②長寿を祝福し、地域との交流を支援する

高齢者の自主的な組織づくりを促進する

16,027

(5)いきいき長寿祝い事業
　平成16年度支給から、満90歳への支給を廃止した。
　平成17年度から支給時期を９月に変更、対象者については満80歳の支給を廃止する。
　
(6)敬老会補助事業
　対象者の増加により対象年齢の引き上げや補助額について、平成17年度に検討を要する。

老人クラブ加入者数
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